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【江村観光部長】  

 これより東京の観光振興を考える有識者会議を開会いたします。  

 本日は、御多忙の中、御出席いただきまして、誠にありがとうございます。  

 議事に入るまでの間、私、産業労働局観光部長の江村が進行役を務めさせて

いただきます。どうぞよろしくお願いいたします。  

 まず、本日の資料を確認いたします。  

 お手元には、議事次第、座席表、資料１の委員名簿、資料２の本会議の設置

要綱をお配りしております。その他の資料につきましては、卓上のタブレット

端末で御覧いただけます。  

 続きまして、委員の皆様の出席状況を御報告いたします。  

 本日は、委員 15名中９名の皆様に御出席いただいております。小巻委員はオ

ンラインで御参加いただいております。出席者につきましては、座席表の配付

をもって代えさせていただきます。  

 続きまして、今年度から新たに御参加いただく委員を御紹介させていただき

ます。  

 まず、観光レジリエンス研究所代表、髙松正人委員です。  

 株式会社コングレ代表取締役社長、武内紀子委員でございますが、本日は御

欠席でございます。  

 それでは、次第に沿って進めさせていただきます。  

 初めに、本会議の座長の選任を行います。  

 本会議の設置要綱では、座長は委員の互選により選任することとなっており

ます。どなたか御発言ございますでしょうか。牧野委員、お願いします。  

【牧野委員】  

 座長には篠原委員を推薦したいと思います。  

【江村観光部長】  

 ただいま牧野委員より、篠原委員を座長にとの御推薦がございました。皆様、

いかがでしょうか。  

（「異議なし」と声あり）  

【江村観光部長】  

 それでは、篠原委員に座長をお願いしたいと思います。この後の議事進行に

つきましては、篠原座長にお願いしたいと思います。どうぞよろしくお願いい

たします。  

【篠原座長】  

 東京大学大学院で客員教授をしております篠原と申します。  

 今年の有識者会議は、 2030年までの東京都の観光政策の大方針を定める大事

な年と伺っておりますので、皆様のお力を頂いて、日本の観光政策をリードす

る東京都にふさわしい観光産業振興プランをつくり上げたいと存じますので、
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どうぞよろしくお願いを申し上げます。  

 それでは、早速会議に入ります。  

 まず初めに、小池知事から一言御挨拶を頂ければと存じます。お願いいたし

ます。  

【小池知事】  

 皆様、おはようございます。東京の観光振興を考える有識者会議、御参加い

ただきまして誠にありがとうございます。  

 昨年の訪日外国人旅行者数でございますが、4,268万人となりまして、過去最

多を記録いたしております。そして、様々なランキングの調査がございますけ

れども、その１つに、世界の都市総合ランキングで東京が初めて２位になり、

また、サウジアラビアで開かれました会においては、1,000近いデスティネーシ

ョンの中で東京が１番ということで、リヤドで授賞式がございました。  

 また、江戸の史跡、世界に誇る食文化、最先端の技術やアニメ、東京は多彩

な魅力で十分あふれているところではございますが、加えまして、今年の３月

に、東京アクアシンフォニー、お台場に噴水ができました。また、両国にござ

います江戸東京博物館が、４年間の改修を経ましてリオープンをし、既に 30万

人の方々に御来館いただいております。  

 一方で、世界を見回しますと、中東など国際情勢がまだ毎日のように変化を

し、先行きが見えない。また、それに伴って原油価格も上昇していることから、

様々な値段、サーチャージであるとか、そういったところにも影響し、それは

旅行者心理、また渡航費など、円安も加わって、観光産業にネガティブな影響

かと思います。来る方は、こんなに安くておいしいところは世界中ないんじゃ

ないかと思いますけれども。また、旅行者が増えることによって、様々な課題

も表になってきているということでございます。  

 旅行そのものではございませんが、来月には、全国で初めてとなります東京

都の新しい条例が施行されます。女性活躍推進条例ということで、東京の強み

やポテンシャルを最大限に生かして、女性も男性も共に活躍できる環境、また、

人が輝く社会を目指す視点も重要だと思いますので、しっかりアピールをして

いきたいと思っております。  

 東京の観光産業の発展に関わっておられる皆様方から、共通の羅針盤をぜひ

とも御提示いただき、新たな観光産業の振興プランへとつなげていきたいと思

っておりますので、どうぞよろしくお願いを申し上げます。  

 そして、今回就任された髙松委員、今日はプレゼンテーションをどうぞよろ

しくお願い申し上げます。  

 冒頭の御挨拶とさせていただきます。ありがとうございます  

【篠原座長】  

 知事、ありがとうございました。  
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 それでは、まず事務局より資料説明をお願い申し上げます。  

【前田観光振興担当部長】  

 観光振興担当部長の前田です。  

 それでは、資料３、観光産業振興に向けた新たなプランの策定について御説

明をいたします。  

 今年度の有識者会議では、東京の観光の持続的な成長、発展に向けた新たな

方針づくりをテーマに御議論をいただき、御意見などを踏まえて、観光産業振

興に向けた新たなプランを策定します。次期プランの計画期間は 2027年度から

2030年度までの４か年を予定しております。今回を含めて３回の有識者会議に

おける議論を踏まえ、来年２月に新たなプランを公表する予定です。現在の主

な政策目標として、都を訪れる日本人及び外国人旅行者数、その消費額など、

2030年に向けた目標値と、 2024年時点の状況について記載をしております。  

 以降は、観光に関する主要動向としてデータをまとめておりますので、御紹

介いたします。  

 まず、世界の観光動向についてです。上段は、国際観光客数の推移、下段は

世界における観光都市としての東京の評価でございます。  

 世界の観光客数は、コロナ禍前を上回る水準に達しておりまして、その中で

東京は、ロンドンに次ぎまして観光客から魅力的な都市として高く評価をされ

ています。  

 次のページ、外国人旅行者受入数ランキングでございます。  

 2024年の日本の外国人旅行者受入数は 3,687万人で、これは世界９位となって

おります。  

 次のページ、世界各都市における国際会議の開催状況です。  

 2025年の開催実績で、東京は 10位、アジア太平洋地域では３位となっており

ます。  

 続きまして、日本の観光動向についてでございます。  

 2025年の訪日外国人数は 4,268万人、観光消費額は 9.5兆円と、いずれも過去

最高を更新しております。  

 次のページ、観光産業における人材不足についてでございます。  

 旅行需要の回復に伴いまして、人材の需給が逼迫をしております。特に宿泊

業、飲食サービス業の離職率は他の産業と比べて高く、人材の定着が課題とな

っております。  

 続きまして、東京の観光動向についてです。  

 外国人旅行者数は過去最高となりましたが、国内旅行者数は 2019年の水準に

まだ戻っておりません。一方で、旅行者の消費額については、国内、外国人と

もに 2024年は過去最高となりました。  

 次のページ、外国人旅行者の訪都目的についてです。  
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 東京を訪れる目的としては、食事、町並みや景観、ショッピング、伝統文化

の体験などが挙げられます。  

 下段の都内宿泊施設の状況につきましては、都内の延べ宿泊者数は前年比減

少するも、外国人延べ宿泊者数は過去最高を更新しておりまして、稼働率はコ

ロナ禍前の水準に近づいております。  

 次に、観光と住民の生活環境との調和についてです。  

 都民は、観光客の増加がもたらす効果として、地域経済の活性化や税収の増

加等を認識している一方で、日常生活に与える影響として、治安の悪化やごみ

のぽい捨て増加、混雑などを挙げておられます。  

 下段は民泊の状況です。住宅宿泊事業法に基づく届出住宅数は増加が続いて

おりまして、住宅宿泊事業の適正な運営の確保が課題となっております。  

 宿泊税の見直しについてです。  

 都は、観光の状況をはじめとした宿泊税を取り巻く環境の変化を踏まえまし

て、持続可能な観光振興を財政面から支えるため、宿泊税の使途や賦課徴収に

ついての見直しを行いました。  

 2030年を見据えたプランの策定に向けた論点ということで、旅行者も住民も

満足できる持続可能な観光に向けて何をしていくべきかということで、これま

での有識者会議での議論も踏まえまして、大きく３つの観点で、キーワードと

思われるものをお示ししております。  

 まず観光産業力の強化といたしましては、観光業の人手不足対策やレジリエ

ンス強化、ナイトタイム観光、ベイエリア・水辺・舟運、江戸の歴史・文化の

活用、アニメなどのエンタメ産業の振興、戦略的なＭＩＣＥ誘致、快適性の確

保・向上といたしましては、生活環境との調和、アクセシビリティの向上、安

全・安心の確保、観光への理解促進、オールジャパンとしての取組として、多

摩・島しょへの誘客、日本各地への周遊促進、効果的なプロモーションという

ことでございます。  

 そして、共通の視点といたしまして、区市町村や都民、事業者など東京が一

体となって観光振興に取り組むこと、宿泊税の財源も効果的に活用し、観光産

業のさらなる強化につなげていくことを掲げております。  

 これらを踏まえまして、委員の皆様から様々な御意見を頂戴いたしたく思い

ます。  

 参考といたしまして、観光産業振興実行プランの概要及び国の第５次観光立

国推進計画の概要をお示ししております。  

 事務局からの説明は以上でございます。  

【篠原座長】  

 前田部長、ありがとうございました。  

 引き続きまして、今度は髙松委員のほうからプレゼンテーションを頂きます。 
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【髙松委員】  

 御指名いただきました今回新しく委員に就任いたしました髙松正人でござい

ます。  

 今日は、「安全で安心な東京の持続可能な観光実現のために」というテーマ

で簡単にお話をさせていただきます。  

 自己紹介させていただきます。私はＪＴＢで 18年間旅行関係の事業に携わっ

た後、約 20年間ＪＴＢのシンクタンク機能でありますＪＴＢ総合研究所でいろ

いろな仕事をしてまいりました。観光分野の調査研究、観光のプロモーション、

マーケティングなどを担当しました。この間、隣にいらっしゃる田川委員には

随分長くお世話になりました。  

 そうした中で 2011年に東日本大震災が起こりました。当時、それなりに私は

観光のプロと自認していたつもりでしたが、震災で被災した観光地を見て、一

体ここの観光の復興のために何ができるだろうかと自分に問うたときに、答え

られないことに気づきました。周りに聞いても、観光と防災を両方できる人は

いないという話でした。では、私がこれをやっていこう、まさにこれが私の天

職、使命だと思いまして、それからずっと 15年間、観光分野の防災・危機管理

の仕事を続けてまいりました。  

 2020年にサラリーマンを卒業し、独立して、観光レジリエンス研究所を立ち

上げ、今に至るまで観光の分野の安全・安心に関わる仕事に特化しております。

いろいろな行政機関、国、自治体、民間企業のお手伝いをしております。昨日

も東京観光財団での研修を丸１日務めておりました。そのような観光危機管理

に関するセミナー、研修の講師をしたり、大学で教えたり、さらにはＪＩＣＡ

の専門家として、途上国の観光危機管理推進をお手伝いしたりしております。  

 この地図には、私が観光危機管理で関わってきた地域が自治体などのロゴで

示してあります。一つ一つ説明することはできませんが、北海道から沖縄まで、

海外も含めて仕事をしてきましたので、ざっとご覧ください。東京都のロゴも

地図についておりますが、東京都や東京観光財団のお仕事もしております。  

 さて、どんな危機・災害が観光分野に影響を与えるだろうと考えていくと、

ざっとこのように分けられます。昨日も台風で心配されたと思います。また、

今後 30年以内に 70%の確率で発生すると見込まれています首都直下型地震、あ

るいは先般もＮＨＫが富士山噴火の特集の番組をやっておりました。こういっ

た自然災害も観光に大きな影響を及ぼします。それから、人的な災害、火災で

あるとか、長時間の停電、広範囲な通信障害も観光産業に大変な影響を及ぼし

ます。  

 世界的に見ると、観光に影響を与える危機としてテロ、凶悪犯罪なども挙げ

られています。  

 また、健康に関わる危機もあります。近年、私たちが経験した最大の健康危
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機は新型コロナウイルスの感染拡大でした。最近では、地球温暖化に伴う気温

上昇で、観光客がいろいろな影響を受けています。これは観光客だけではあり

ません。都民も相当な影響を受けておりますので、東京都としても今様々な対

策を進めていらっしゃるというふうにお聞きしております。観光客にも対策が

必要です。  

 その他、東京では何も起きていなくても、ほかの地域で何か起きたとき、あ

るいは外交的、地政学的な問題が生じたときも観光に大きな影響が出てきます。 

 では、そういった危機から私たちが守るべきものは何か？１つは、観光客の

安全・安心です。先ほどご説明のあった「 2030年プランの論点」の中にも、「安

全・安心の確保」が挙げられていました。危機発生時に観光客の安全を守り、

安心を提供することは、観光地域・事業者としてどうしても必要なことです。  

 東京都では防災がすごく進んでいます。「東京防災」という黄色の冊子が広

く配布されておりますし、皆さんもその内容はよく御存じです。一方で、地域

防災の観点では、「被害」が注目されますが、観光客の立場からすると、安全

が確保された状況でも安心できないことがあります。  

 私はよく「３つの不」と言っております。「不快」、「不便」、「不安」な

状態。特に外国人観光客が日本で災害・危機に遭遇すると、大きな不安を感じ

ることになります。例えば停電だけでも、電気が消える、空調を使えないだけ

でなく、いろいろなことができなくなり不快や不便を覚えます。スマホも充電

できなくなります。そうなると、いろいろな「不安」が出てきます。これらを

解消、軽減できるようにしてあげられるようにしておくことを、観光分野でし

っかり備えておく必要があると考えています。昨日の東京観光財団の研修など

でも、この点を強調しておきました。  

 災害が起こったとき、観光客の安全・安心を確保するということですが、東

京都は何ができるのか、何をすべきなのでしょうか？今日ここに産業労働局の

皆さんがいらっしゃいますけれども、実際に災害が起こったときに、この方々

が現場に走っていって、そこで避難誘導できるかというと、できません。その

ときに動くのは現場の事業者の方々です。  

 いざというときに、目の前の観光客、旅行者の安全を守り安心させるのは事

業者の仕事です。では、東京都は、市町村は、東京観光財団は、観光協会は何

をするか。現場をバックアップしてあげてほしいんです。現場では、目の前に

たくさんの観光客が不安な状態でいます。その人たちのケアをしなければなり

ません。事業者の方々は目の前の観光客の対応に手一杯で、例えば災害状況に

関する最新情報を集めることさえなかなかできません。  

 そういったことを行政や東京観光財団がバックアップしていただきたい。情

報提供、移動や帰宅が困難になった観光客が待機できる場所の提供、帰宅・帰

国のお手伝いなどです。そうすることで、現場で事業者が動く、それを行政や
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ＤＭＯが支えていく、という役割分担と連携の構図ができると思っております。 

 では、観光客の安全を守り安心を提供できればそれでいいかというと、それ

だけではありません。図の右側に「観光地域・事業者の事業継続」でやるべき

ことが時系列で書かれています。「観光産業」と呼ばれるほど、観光は日本の

東京の経済の１つの柱になっております。これが災害・危機などで止まってし

まったときのマイナス影響はものすごく大きいです。ですから、何か起きたと

きには、可能な限り観光事業を継続し、一旦事業が止まってしまったとき、ど

うやって戻していくかもプランの中に入れておくことが非常に重要です。  

 この絵で見て分かるように、実は観光客の安全・安心を守る行為というのは

多分数日、長くても１週間の仕事です。ところが、大きな災害で影響を受けた

事業者、地域全体を元に戻していくのは何か月、場合によっては何年の時間が

かかります。それをあらかじめある程度枠組みを考えておいて、できるだけ早

く動けるようにしておくことが重要です。  

 災害によって観光事業者が影響を受けると、影響はその会社に留まりません。

観光は経済波及の大きい産業と言われております。ということは、ネガティブ

な影響が出たときは、そのネガティブの影響が例えば観光に関わるいろいろな

取引業者さんに波及していきます。例えばホテルのシーツや浴衣は、ホテルの

社員や女将が夜中に洗濯してアイロンをかけているわけではありません。専門

のクリーニング屋さんがいます。また、客室の掃除も専門業者に外注していま

す。観光事業が止まってしまうと、こうした業者で働く人たち仕事も止まって

しまいます。これは、コロナのときに明らかになりました。つまり、災害後に

観光事業を復旧させる、観光の復興を早めることは、実は地域全体の雇用と経

済を守っていく、復興させることにつながってくるのです。  

 とはいえ、この観光事業者、備えができているかというと、事業継続計画の

策定率は、他産業に比べて非常に低いという現状があります。  

 どうしてできないのか。策定する、計画をつくる人がいない。つくり方が分

からない。スキル、ノウハウがない。こういった理由が挙がっていますし、中

には、親会社・グループ会社の要請がないとか、法令による規制がない、こん

なようなことを理由に挙げているところもございます。  

 今のような課題、まだまだたくさんありますけれども、東京都あるいは東京

観光財団は、もう既にいろいろな取組を始めておられます。皆さんも御存じだ

とは思いますけれども、簡単に御紹介しますと、例えば観光客の安全・安心の

ためには、既にマニュアルをつくったり、ホームページや防災Ｘでの情報発信、

観光事業者のためのセミナーを開催したりしております。  

 また、観光地域・事業者の事業継続のために、都の「観光経営力強化セミナ

ー」で、観光ＢＣＰの推進をテーマにしたり、あるいは昨日も私は講師を務め

ましたけれども、宿泊事業者のＢＣＰを策定するためのアドバイザー、お手伝
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いしてくれる人たちを育てるような研修も実施しています。  

 こうしたことで、徐々にではありますけれども、今言ったような課題に対し

て、東京都、東京観光財団が進んでいくということを最後に御報告させていた

だきます。御清聴ありがとうございました。  

【篠原座長】  

 髙松委員、ありがとうございました。  

 小池知事はここで御退席となりますけれども、御感想などございましたら頂

けますでしょうか。  

【小池知事】  

 髙松様、ありがとうございました。  

 特にインバウンド、様々な国のお客様が来られて、そういう中で観光という

観点からの危機管理という概念をまずしっかり持つということ、それを練習も

し、また、いざといったときにちゃんと動けるような体制もとっておくという

ことはとても大事なことだと思います。  

 東京都は、ＴＯＫＹＯ強靭化プロジェクトを展開いたしております。これか

らも都民、事業者の皆様方と、必要な備えに取り組んでいきたいと思っており

ます。  

 また最近は、暑さが、ＣＮＮのいつもの時間になると、必ず各都市、マドリ

ード何度とか、ロンドン何度というのが出ます。東京は大体いつも最後に出て

くるんですけれども、すごく暑い。東京に行くのはやめておこうかということ

になりかねない。一方で、パリとかマドリードなどは 40度が平気で出たりとか、

これは地球全体でしょうけれども、あまりにも東京は暑いと、そもそも来なく

なっちゃうということを心配もしております。  

 また、熱中症は誰でもかかりますので、そういったときのインバウンドの方々

にどういうケアをするかなどについても、これは日本人であれ海外の方であれ

同じですけれども、特にお世話の仕方など、そういったことも考える必要があ

るかなと思っております。  

 様々災害対策、備えると同時に、それをいかに伝えて、不快とか不安をなく

していくかという点、御指摘いただきました。誠にありがとうございました。  

【髙松委員】  

 ありがとうございます。どうぞよろしくお願いいたします。  

【篠原座長】  

 ありがとうございました。では、知事はここで御退席になります。  

（小池知事退室）  

【篠原座長】  

 それでは、事務局からの御説明、さらに髙松委員からのプレゼンテーション

も踏まえまして、委員の皆様全員から御意見を頂きたいと存じます。  
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 時間の制約もございますので、お一人当たり５分を目安にお話しいただけれ

ばと思いますが、まず、オンラインで御参加の小巻委員からお願いし、続いて

会場の委員の皆様、名簿順に上から順番でということで御用意いただければと

思います。  

 それでは、まず小巻委員からお願い申し上げます。  

【小巻委員】  

 どうぞよろしくお願いいたします。音声は大丈夫でしょうか。  

 髙松様、貴重なレクチャーを本当にどうもありがとうございます。まず、本

当に貴重な視点だと思っております。  

 私の会社、サンリオエンターテイメントはテーマパークを地域で開業してお

りますけれども、まさにＢＣＰを昨年１年かけてリスクマネジメント体制、リ

スクストーリーを洗い出し、体制を今整えたところでございます。こういった

ことは観光事業各社がしっかりとやるべきことだなということを改めて思いま

したけれども、それぞれの事業者の情報共有であったり、髙松様のような専門

の方に御指導いただくというポイントを改めて私も考えたいと思いましたし、

東京都の観光事業全体に本当に必須なことだなというふうに思いました。  

 今回、今後の計画における課題、テーマの策定というところですけれども、

資料も拝見いたしまして、私自身も安心・安全というところ、さらにここに注

力していくことが国際都市東京の重要な課題ではないかと思った次第です。別

の観点といいますか、現在日本であるとか、東京の大きな強みの１つが、治安

のよさであったり清潔さ、ホスピタリティといったようなものが根差している、

ある意味、安心・安全がある程度の水準は本当に満たしたすばらしい状況かと

は思います。さらに、安心・安全の体験というもの、ここの部分のブランド価

値を上げていくために、さらにここを強くして、東京観光のユニークネスを磨

き上げるということのフェーズに来たのかなと思っております。  

 高齢者であったりとか、海外からのお客様も本当にいろいろな世代の方がお

見えになっていますので、また国内においては、いろいろな経済状況なども鑑

みますと、高齢者の方のツーリズムというのは非常に活発になっておりますの

で、そういった意味で高齢者、そして、いろいろな障害のある方、そして、少

子化ではありますけれども、だからこそベビーファーストの乳幼児に優しいと

いう観点、そして、当然多様な文化や背景を持った方々に対応するという意味

でも、誰にも閉じない観光環境の整備というものが重要ではないかと思ってお

ります。  

 東京都は、ここまでの数年間、私も参加させていただきましたけれども、ナ

イト観光のいろいろな施策であったりとか、先ほど冒頭に小池知事からも御紹

介がありましたように、様々なすばらしい観光のポイントというものは注力さ

れて整ってきて、ますます豊かになってきていると感じております。  
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 その中でそういった施策の実りを非常に感じる今日この頃ですけれども、だ

からこその多様な来訪者を受け入れる世界有数の観光都市という、ここをさら

に磨いていくことが大切かと思っております。  

 アクセシビリティの中でも、移動のしやすさであったりとか、特に今髙松様

からお話があったように、災害時、情報取得のしやすさであったりとか、施設

やもろもろ観光ポイントのストレスのない利用の仕方など、先ほど３つの「不」

とおっしゃって整理していただきましたけれども、不安、不便、不快、これら

を感じないというところとともに、歓迎されているという、それを実感できる

ような体験価値の向上が東京都の観光の魅力を底上げすると思いますので、イ

ンクルーシブというのが特定の人々のための偏った施策ではなくて、誰もが、

全ての来訪者が利便性が上がり、満足度が向上するといった意味でも、今後の

課題としましては、安心・安全というものをさらに皆さんで共に考えていくこ

とが重要かなと思っております。  

 私からは以上でございます。ありがとうございました。  

【篠原座長】  

 小巻委員、ありがとうございました。体験価値のベースは安全・安心だとい

うことで、広い意味でのインクルーシブ、多様な方への対応ということの必要

性を御指摘いただきました。ありがとうございました。  

 それでは、続きまして会場に移りたいと思いますが、それでは、石川委員か

らお願いしてよろしいでしょうか。  

【石川委員】  

 皆様、おはようございます。日本動画協会から参りました石川と申します。

どうぞよろしくお願いいたします。  

 先ほど御説明がございました通り、今インバウンド、訪都ですか、これはコ

ロナ禍前に戻ったというようなお話がございました。私どもコンテンツにおき

ましては、まだまだ伸びていく可能性がたくさんあるのではないかと思ってお

ります。今、国内外で注目されておりますコンテンツの分野からお話をさせて

いただければと思います。  

 東京は、アニメや漫画、ゲームといった本当に日本が誇りますコンテンツの

魅力を観光振興につなげられる大きな可能性を持っていると思っております。

今現在、都内には作品やキャラクターをテーマとした施設、それから、ショッ

プが数多くございます。そして、国内外から多くの来訪者を集めてございます。

特に池袋、秋葉原、渋谷、東京駅の周辺には関連施設も集中しておりまして、

国内外のアニメのファンにとりましても、欠かせない聖地となっています。  

 また、いわゆる聖地巡礼ですか、人気作品の舞台となった場所を巡る聖地巡

礼も、１つは東京観光の大きな魅力でございます。私ども日本動画協会では、

東京都様とも連携させていただきながら、東京を訪れるアニメファン向けの情
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報発信に取り組んでございます。例えば池袋のアニメ東京ステーション、それ

から渋谷の東京アニメセンターを拠点といたしまして、作品の展示だけではな

く、都内のアニメ関連施設や、舞台となった場所を広く紹介してございます。  

 また、様々なアニメ関連スポットなどを掲載いたしました「アニメ東京周遊

ＭＡＰ」を制作しておりまして、これはデジタル化もしておりますので、紙と

デジタルの両方で発信をさせていただいております。これは多言語化にも対応

しており、都内を巡りやすい環境づくりも今進めているところでございます。  

 また、池袋のアニメ東京ステーション、これは企画展の実施に加えまして、

アニメ制作の過程で生まれました貴重な資料の整理、保管等のアーカイブ化も

進んでおります。これは見るだけではなくて、実際のところ、関わっていただ

くことで皆様に非常に好評でございます。  

 それから、先ほども出ておりましたけれども、 2030年を見据えたプラン政策

に向けた論点の中で、多摩・島しょへの誘客とございました。私も東京の西部

には注目をしたいと思っております。これは島しょ部も含めたことです。新宿

や池袋、それから西部に広がるエリア、さらにもっと西のほうに行きますと、

数多くのアニメ制作会社が集まっており、豊かな自然の中でアニメを制作して

おります。  

 杉並区には、日本動画協会が運営する杉並アニメーションミュージアムもご

ざいますし、日本を代表するアニメ制作の展示も行っております。この西部エ

リアで、名作アニメの資料等を展示する観光拠点を生み出すことができればと

考えてございます。  

 アニメの文化は多くの人を引きつける力を持っていると思っておりますが、

今後、その魅力を点でなく面に広げて展示、それから、皆さんに関わっていた

だきながら情報発信、それからアーカイブ、周遊促進を一体的に進めることで、

東京ならではの新しい観光の形をつくっていくことができるのではないかと思

っております。また、その情報をさらに広げていき、ここで何ができる、こん

なことができるのだということをもっと広く広報していきたいと思っておりま

す。  

 以上でございます。ありがとうございました。  

【篠原座長】  

 石川委員、ありがとうございました。アニメという強力なコンテンツを使っ

て東京の観光魅力を高めていく。特に中心部だけではなく地方部へ、あるいは

点でなく面へという非常に大事なキーワードも頂きました。ありがとうござい

ました。  

 続きまして、名簿順で、また髙松委員になっちゃいますけれども、お願いで

きますでしょうか。  

【髙松委員】  
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 では、引き続き発言をさせていただきます。  

 今ちょうどスライドで出ておりますプラン策定に向けた論点、頭のところに、

「持続可能な観光産業振興」というタイトルがついておりますが、この中に今

お話をさせていただいたような安全・安心の話が入っていると非常にうれしい

なと思います。というのは、防災や危機管理の話というのは、持続可能な観光

とは別次元の話と捉えられる方もいらっしゃいますが、実は「持続可能な観光」

の非常に大事な要素です。  

 災害・危機などで観光が中断したときに、それを持続させるための仕組みが

「危機管理」であり「レジリエンス」であると位置づけていただけているんだ

ろうなと、この表を見ながら私も嬉しく思いました。国連の機関でありますＵ

Ｎ  Ｔｏｕｒｉｓｍ、世界観光機関では、この持続可能な観光を推進するセクシ

ョンと、レジリエンスを担当するセクションが１つなんです。まさにそこがセ

ットで考えられている。これが世界の流れでございます。  

 「レジリエンス」という言葉、先ほど知事はよく御存じでお使いになられて

いましたが、日本ではまだしっくり来てきていない言葉かもしれません。意味

合いとしては「強靭性」ですから、強靭化計画の強靭というのはレジリエンス

です。  

 「レジリエンス」には「回復力」という意味もあります。私は大学などで学

生に講義するときは、「竹のようにしなやかに折れない」という意味だと説明

しています。もともとは心理学の用語のようです。「折れない心」だと。「心

が折れちゃった」じゃなくて、「何があっても折れない」、「元に戻せる力」、

そういったものが観光に備わっていることは、持続可能な観光の大事な要素に

なってくると思います。  

 それからもう一つ、「快適性の確保・向上」の箱の中に入っております。こ

こでは、地域、住民、都民の方々との調和が主に書かれていますが、観光客に

対する災害対策をしっかりやることは、最終的には都民の方々の非常時、災害

時の安全・安心を守ることにもつながっていきます。  

 考えてみますと、東京都にこれだけの観光客、しかも、多くの外国人観光客

が来られている中で、もし災害時にその方々に対する対応でものすごく手間暇

を取ってしまうとなると、都民、住民への災害対応が後手に回ってしまいます。

ですから、観光客、外国人旅行者に対する対応がしっかり迅速に確実にできる

ようにしておくことは、結局都民の方々の災害対応もスムーズにいくことにつ

ながるのです。  

 神奈川県箱根町は人口１万 2,000人に対して、ピーク時は 10万人の観光客が訪

れています。そこで災害が起こったらどうなるか。もうこれは観光客に対応し

ておかないと、避難所も何もないです。同じように、東京都でもこのようなこ

とができていくといいかなと思います。  
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 先ほど小巻委員から、安心・安全ということが非常に大切だとご発言があり

ました。多分事業の中でも安心・安全を大切にされていると思います。サンリ

オピューロランドがある多摩市は、観光客対応、来訪者対応で進んでいまして、

指定避難所と言われる住民向けの避難所と、来訪客、これは国外から来られた

方々もたくさんいらっしゃるんですけれども、その方々の一時滞在施設をきれ

いに分けています。住民と帰宅困難者を避難施設で混在させない方針です。そ

うすることによって、異なるニーズ、住民の避難者と帰宅困難者を頭から整理

をして、スムーズに対応していくことが多摩市はよくできているんです。  

 都内にはすでに先進的なプラクティスもありますので、ぜひそういった流れ

が東京都全体で進めていける、実現できるともっと安心・安全で観光できる東

京になっていくのではないかと思います。  

 以上でございます。  

【篠原座長】  

 髙松委員、ありがとうございました。安全・安心の対応が観光活動を持続さ

せたり回復させる力になる。あるいは結局観光客対応をしっかりやれば、住民

の安全・安心にもつながるという大変重要な御指摘をいただきました。ありが

とうございました。  

 続きまして、田川委員、お願いいたします。  

【田川委員】  

 お疲れさまでございます。田川でございます。  

 まず、この会に参加してもう十数年たちました。正直申し上げて、この間相

当進んできたという意識があります。テーマ別に言えば、プランの策定に向け

た論点ですが、ほとんどでき切っていると感じます。ただ問題は、これからは

磨くという作業に入るんですけれども、先ほどレジリエンスの話がありました、

東商でもそうですが、だんだん観光産業の話が経済課題から社会課題になって

いるので、東京都の推進体制においても、東京観光財団だけでは済まない話、

特に産業労働局だけでも済まない話、教育の問題、あるいは住民と旅行者と事

業者が三位一体で進むとなると、東京都全体で推進しないと、ダメだと思いま

す。今回、 2030年に向けて、まず、そういう課題別の整理と同時に、推進体制

の整備をしっかりやっていただきたいと思います。その意味で、キーワードは

磨く、深めるだと思います。  

 私は２つだけ申し上げたいと思います。東京はゲートウェイですから、たく

さん人が来るのは当たり前だと思っている方は多いと思いますが、そんなこと

はないんじゃないか。 2030年に１つだけ気にしていますのは、大阪で万博が開

かれて、 2030年にＩＲができます。一番キーワードは、戦略的ＭＩＣＥ、これ

は本当にやらないと、大阪に取られてしまう。大阪は後背地に京都、奈良、そ

して広島というテーマ別の課題の 1000年以上のところがたくさんありまして、
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東京はせいぜい日光東照宮と富士山ぐらいしかないわけで、そういう意味で言

うと、ゲートウェイ東京にいかに集めるかです。  

 まず基本的には、個人のお客様も大事ですが、ＭＩＣＥにしっかり対応する

体制を戦略的に考えていく必要があるのではないか。ツーリズムの基幹産業化

ということを東商でずっと言い続けて、財源についても、一般財源を増やせと

観光庁長官や国土交通大臣に申し上げてきましたけれども、なかなかうまくい

きません。  

 ただ、旅客税が取れて、かなりの財源があるのですが、その使い道も含める

と、そうした政策的課題にしっかり使っていく。私は関東広域の代表をやって

いますが、東京はゲートウェイで、東京に集まったお客様をいかに関東周辺に

お客様を運ぶか、その集中と分散というのをしっかりやっていきたい。  

 これは施策ではなかなか難しいと思います。政策でまずきちっとつくって、

それを施策化していくというプロセスを取らなくてはいけない。実は、明日関

東広域観光機構の総会があるんですけれども、そういうところでもそういう話

をしようと思っています。そういう意味では、戦略的ＭＩＣＥをしっかりやっ

ていくことが重要です。  

 もう一つが、何といっても人材育成です。今地方都市は観光で生きるという

地域がたくさんあります。そのために、例えば私が担当しています福井県立大

学も、今年度、地域経済学部を設立して、地方のために人材育成しようと思っ

ています。県立大学に今年入学する生徒約 70名ぐらいだと聞いていますが、ほ

とんど８割ぐらいが女性の方で、県内の女性の方が地域経済学部に入りました。

東京で地域経済学部を勉強している人はいると思いますが、あまり聞いていま

せん。  

 私はシビックプライドをずっと言い続けていますが、 23区で担当していろい

ろやっています。しかし、シビックプライドをリードする人材がなかなか育た

ない。東京はＤＭＯというのはあまり関心がないんですね。地方の場合にはＤ

ＭＯは一生懸命やっています。そこの人材の育成は、東京観光財団が役割を担

っていると思っています。その意味で、人材育成で、中高大学生に対して、し

っかり東京のことを学んで欲しいと思います。  

 先般、江戸東京博物館を見にいきました。ぜひ東京にいる学生さんに江戸東

京博物館を見せて、東京の 400年の歴史をしっかり勉強してもらいたい。その上

でどういう人を呼んだらいいか。一方、私は、インバウンドだけではなくて、

国内旅行の衰退が心配事であります。国内外のお客様を東京に集めて、周遊化

していくという流れをこれからの流れの中でやっていくべきと考えます。  

 細かいことはお話ししませんが、今日は大きな論点をお話しするだけなので

お話ししますが、そういう意味で、先ほどレジリエンスの話をしました。これ

は、まさに今までだと、マイナス要素は観光ではあまり話をするなと言われて
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いたんです。プラスの話をしろと。災害とかテロはマイナスの話なので、みん

な聞きたがらないけれども、正直申し上げて、結局最後に処理するのは我々旅

行会社なんです。  

 そこで今後は、政治、行政と、事業者が一体になってこの問題をやらないと

いけないので、その意味で宿泊税の財源の使い方を含めて、その中にもそのテ

ーマを入れていただきたいと思います。  

 以上です。  

【篠原座長】  

 田川さん、ありがとうございました。まさにキーワードで、磨く、深めると

いただいて、推進体制を社会課題が対応できるようにとか、ＭＩＣＥへの戦略

的取組、東京ゲートウェイ、それから人材育成、マイナスのお話もしっかり取

り組むということで、貴重な御指摘をたくさんいただきました。ありがとうご

ざいました。  

 続きまして、アトキンソンさん、お願いいたします。  

【アトキンソン委員】  

 まず、今現状はどうなっているかをもう一回考えて振り返っていきたいと思

います。前年対比で第１四半期の実績を見ると、去年に比べて 99.5％、よって、

今年は大体横ばいぐらいの年になるようなもので、4,200万人いくかいかないの

かという勢いで推移しています。ただ、その中で見てみますと、欧米が去年に

比べて 112.4％だから、12.4％の増加になっていまして、それで全体が多少だけ

減っている理由は、アジアから 96.3％、前年に対する実績ですので、多少下が

っている。  

 皆さん御存じのように、中国以外は前年対比で 115.4％になっているのに対し

て、中国は前年の 44.9％まで減っています。結果としては、今中国からの誘致

が全体の 9.8％まで下がっていますけれども、今までは大体２割ぐらいをずっ

と占めてきた勢いでやってきまして、第２次安倍政権以前の訪日の中で、大体

15％ぐらいだったところで一番低い比率に下がっています。  

 2030年の 6,000万人の目標が堅持されている中で、中国が戻る戦略でいくのか、

中国が戻らない戦略でやるのかということをここで１回決めなきゃいけないも

のにはなっているかと思います。個人的には、恐らく中国の全体に占める比率

は戻らないという前提で決められる可能性があると思います。  

 要するに、総理の御発言があった後に中国の反応があって、全体の 9.8％まで

下がっていることを、ここで戦略に切り替えていくことになる可能性は、私と

しては高いと思います。要するに、どの地域に対してどういう情報発信をする

かというのも影響してきますので、政府に１回戦略を決めてもらった上で、ま

た、どの地域に対して予算を配分する、または人の配分だとかいろいろなこと

を決めることになるのではないかと思います。  
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 それで東京都としても、全く同じように、国が決める戦略の中で、どの地域

に対してどうするのかということを考えて予算の配分等を考える。言ってみれ

ばチャンスでもありますし、考えなければならないことでもあるかと思います。 

 もう一つありますのは、もう既に報道されていますけれども、日本政府観光

局として、新しいグローバルキャンペーンを今始めているところです。それは、

イ ン バ ウ ン ド 4,000万 人 を 実 現 す る た め の 国 の 戦 略 は あ り ま し た け れ ど も 、

6,000万人の戦略はなかった。そのキャンペーンもない。誤解されやすいんです

けれども、ただ単に円安だからインバウンドが増えたと言う人はいるが、言葉

は悪いですけれども、無知な飛躍をする人は多い中で、それはインバウンドが

800万人しかなかったところで、いきなり 4,200万人になるわけないので、円安

の影響だけでは決してありません。 6,000万人を確実に実現していくためには、

新しいグローバルキャンペーンを今からやっていきます。  

 多少そういった報道をされていると思いますけれども、私としては、よく考

えれば、日本全体にいろいろな魅力を情報発信してきたＪＮＴＯとしては、「日

本は観光地ですよ、観光に来てもらいたい」と、前回のグローバルキャンペー

ンを実行して、4,200万人まで増えています。固定概念を変えて、増やしてきま

した。新しいキャンペーンでは、よく考えれば、人が１年間日本に来る事実も

ないので、特定の季節に来るだけですので、ほかの国のＮＴＯでは実現されて

いる例はないんですが、四季を分けて、春版、夏版、それに秋版、冬版の別々

の情報発信の動画を作っています。発信の時期に関しては、訪日を何ヶ月前に

決めるかを踏まえて、地域によって発信する時期を変えます。今年から始まり

ます。  

 2030年までここのキャンペーンを継続的に実施することをお願いしています。

そうしますと、今は大体戦略どおりに、ずっと一定の需要で続いているんです。

中国からの誘致が減ることによって、一番夏に来るのは中国人なので、中国人

全体として減ることによって、夏はどうするのかという問題が今発生していま

す。よって、全力的に日本の夏の魅力を発信して、特にその中で、知事の御発

言がありましたけれども、涼しいところもいっぱいありますので、涼しいとこ

ろも含めて、夏の楽しみ方を深掘りしていく必要があります。全体としてそう

いう流れの中で皆さんに共有した上で、その中で東京都をどう考えるか、どう

するのかということをお勧めをしたいと思います。  

 それで、今プランの策定に向けた論点なんですけれども、これも人手不足の

問題というのも、慢性的な人手不足で、この問題は観光産業のみならず、どの

産業でも同じような問題を抱えています。あと二、三年ぐらいのところで、生

産年齢人口がずっと減っている中で、今労働参加率を上げていくことで何とか

就業者数が絶対水準として減らないようになってきたんですけれども、今の労

働参加率が男性女性はぱんぱんまで上がってきていますので、これ以上に対応
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の仕方はないということなので、人手不足の問題というのはさらに深刻になっ

ていきます。特に観光産業の問題だけではないということが１つとして考える

必要はあると思います。  

 もう一つ、賃金の問題です。私が委員を務めているＤＭＯ委員会もあります

けれども、その中で、かなりの激論の結果として、観光戦略の結果として、観

光産業に関わっている事業者は継続的な、要するに平準化されているような収

入、売上げになっている中で、かなりもうかっているはずなんですけれども、

そこまでの賃金が上がっているかというと、十分に上がっていないんです。利

益率が猛烈なものになっているところも結構確認はできます。  

 そういう意味で、賃金の水準をどうするのかということで、ＤＭＯのＫＰＩ

の１つとして、私としては、観光に関わっている人たちの賃金はどうなってい

るのかということをＫＰＩの１つにするべきと思います。  

 ここにもう一つあるのは、日本各地への周遊促進とあります。言い方はその

ままストレートで申し上げますけれども、これは東京都としてはあまり意味が

ないと思います。申し訳ないんですけれども、結局、東京、大阪のインバウン

ドの動向は、大半の観光客は、羽田か成田に着いていて、または大阪から、要

するに関空から入るということなので、言ってみれば、ＪＮＴＯが頑張れば頑

張るほど、東京の実績は上がります。大阪の実績も上がります。  

 そうすると、東京都はどうするのかということです。東京都内はどうするの

かというのは、効果的情報発信、プロモーションとして一番重要であって、東

京に来てくださいということを情報発信する価値は私はないと思います。あく

までも国の役割であって、東京都の役割でもないですし、ただ来てもらえる以

上は、東京都内はどうするのかということで、これは大いに価値がある話であ

って、結果としては国の戦略にも貢献することは、それは否定はできません。  

 それで同じように、日本各地への周遊促進は、ＪＮＴＯ、または地元の人た

ちがやるべき話です。要するに行きたいところに観光客が行きますので、東京

都が周遊誘致を促進しても、行ってもらえるとはとても思えないし、そういう

ような周遊促進をしたからといって、行く価値もないとされている地域に、行

きたくないところを発信されても、行きたくないところに行きません。都は、

ここにありますように、多摩はどうするか、島はどうするか。これは大いに意

味があるのですけれども、都が、九州に行ってくださいとは、考え方次第、よ

けいなお世話です。東京都はそういう予算を配分することはもったいないと思

いますので、皆さんはＪＮＴＯとの関係の中で、周遊誘致はＪＮＴＯが担当し

てくれということで、逆に強調していただければいいじゃないかと思います。

東京都は、都内の観光に専念していただいたほうが効果的だし、ＪＮＴＯとの

連係プレーの中で、それが一番効果的なものじゃないかと思います。  

 最後なんですけれども、インフラの問題です。問題が言われている渋谷のご
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みの問題など、いろいろな問題があります。各区との関係で、こういう問題を

戦略的にどう解決していくのかということはもっと力を入れていただきたいと

思います。京都もそうなんですけれども、どっちかといえば、そういうオーバ

ーツーリズムと言われている問題を放置して、他人が何とかしてくれるんじゃ

ないかということで、いろいろな摩擦があるわけなんです。  

 歩行者天国にするのかしないのか、補助金の出し方はどうするのかというこ

とで、ごみ箱の設置はどうするのか。外国人はマナーが悪い、ああでもないこ

うでもないということを言わずに、十分な対応をしてもらっているとはとても

思えない中で、インフラ投資をどうするのかということは問題の１つとしてあ

ります。  

 もう一つは、オーバーツーリズムという言葉はここに出ていないというのは

すばらしいことだと思います。私としては、オーバーツーリズムは一切認めな

い考え方なんですが、ただ、インフラ投資をちゃんとやっていないことでオー

バーツーリズムと言われちゃうんですが、それはオーバーツーリズムじゃなく

て、ただ単に行政の対応が悪いだけの話なので、それを徹底していただきたい。  

 最近、京都でも、観光客を市内に分散させていくという考え方が強いんです

けれども、果たしてそれが正しいかと私は最近考えるようになりました。要は、

観光客は京都市内であれば、ほとんどの市民が行かない、清水寺などの決まっ

たところに集中しています。東京であれば、東京タワーは普通の住民は行かな

い。そういうところに観光客が集中していることを考えれば、住民はあまり会

わないところに観光客が集中していることによって、一般住民との摩擦が起き

ない。逆に分散させることによって摩擦を増やしてしまうということなので、

逆手に取って、集中してもらうことは実は都合がいいことだということです。

ロンドンに行けば、ウェストミンスター寺院だとか大英博物館だとか、そうい

うところに集中していることで、普通の住民は観光の嫌な思いをしない。  

 ただ、先ほど申し上げたように、集中してもらっている中で、徹底的に対策

をやらなければ、オーバーツーリズムなどを言われるだけなので、行政はより

積極的に関わっていかなければ、こういう問題は永遠に終わらない議論にもな

りますし、ＳＮＳ対策でいろいろなことをずっと悪口を言われるだけなんです。

今の日本の現状はオーバーツーリズムではないし、それで外国人のマナーでは

ないんです。それは東京都に対する悪口であって、対応しないことに対するほ

かのところの八つ当たり。実はその根源は東京都の対応の悪さに根源がある。

それを直していただきたい。  

 オーバーツーリズムを聞くたびに、それは他人が悪いと思わずに、東京都が

悪いということを考えていただいて、きちんとした形で改善策をここに盛り込

んでいって、悪口が出ているところは、進んでそこで解決していくような感じ

を盛り込んでいただきたいと思います。  
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 大英博物館の周りなどはほとんど全部歩行者天国になっています。もう車は

入れない。そうすると、観光客は交通の邪魔をしていると批判されることはな

くなりました。清水寺の坂のところも、全部歩行者天国にすると、人が多くて

車は通れないものをずっと通れないものにすれば、別に問題ないじゃないか。

その問題の解決はできますので、皆さんに解決策にいろいろ力を注いでいただ

いて、そういうような解決をしていただきたいと思います。  

 以上です。  

【篠原座長】  

 ありがとうございました。愛のこもった叱咤激励と東京のほうも受け止めて

いただきたいと思います。ありがとうございました。  

 続きまして、堀口委員、お願いできますか。  

【堀口委員】  

 堀口でございます。  

 まずは、髙松委員から、今日はすごく示唆に富んだお話を頂いたなと思って

おりまして、観光と防災ということで、私自身も東京のお店であったりとか宿

泊施設に行くと、最近ワンオペの場所がとても増えてきていて、これ自体は合

理的だし、ユーザーとしてもコストが抑えられるというメリットもたくさんあ

る業態だと思うんですが、何か起こったときに、ケアをこれはできるのだろう

かと少し不安に感じるところがありまして、恐らく事業者様ではいろいろな取

組をなさっていると思うんですけれども、最近はスポットのアルバイトの方と

かもいらっしゃったりして、そういう方たちが何かあったときに、御自身の身

を守りつつ、そういった特に観光客に対してどういったケアができるんだろう

というようなところは、今後また課題になっていくところなのかなと感じまし

た。  

 私の専門であります江戸に関しましては、江戸東京博物館がリニューアルオ

ープンいたしまして、私も３回ほど足を運んだんですけれども、あちらでは新

しい展示として、江戸の屋台の展示が増えました。その後ろに浮世絵が飾られ

ているのですが、その浮世絵から屋台の展示というのをリアルにしていらっし

ゃるというのが江戸博の展示なんです。  

 それを見ていて思うのは、江戸というまちにとっても、安心と安全というの

は一つのブランドになっていたんだなというところなんです。それは夜の風景

で、お月見に集まった人々を描いている。その人たちが屋台で食事をしている

という風景なんですが、夜のまちで、男性だけじゃなくて、女性や子どもたち

もとても楽しそうにオールナイトイベントを楽しんでいるというのは、それは

まちが安心・安全だったからであって、それを広重が書いているということは、

それを江戸の誇りとして発信していたんだろうというようなことを感じました。 

 同時代の世界で見ますと、夜中というのはとても危険なものだから、歩き回
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るものじゃないというような考え方がある中で、江戸では、女性や子どももみ

んなが楽しめる時間帯だったんだということが表現されていて、とても好きな

浮世絵なんです。安全・安心というのは、東京だけではなくて、恐らく日本の

ブランドでもあると思いますので、いざというときもその安心・安全を守って

いくということが、日本、東京のブランドを守ることにもつながるのではない

かなと、その浮世絵を見ても感じていたところです。  

 しかも、最近は、都知事やアトキンソン先生のお話にもあったように、夏場、

とても暑くなってきたので、ナイトタイムの観光というのを夏に、これは江戸

時代から実はすごく充実しているというようなことを発信していくというのも

一つ重要なのではないかななんて考えました。  

 その江戸東京博物館は、本当にたくさんの方がいらっしゃっていて、老若男

女はもちろんなんですけれども、外国の方もいらっしゃっていて、多くの方が

御注目くださっているというのは、東京都の皆様の観光政策というのが着実に

くさびとなって皆さんに広がっていたからこそでありますので、ファンとして

とてもうれしく思っております。  

 特に展示内容のバージョンアップというのもすばらしかったんですけれども、

印象的だったのは、プロジェクションマッピングで大屋根のところに映像が展

示されたりとか、新たな技術を使って江戸を表現するというところがすばらし

いなと思いまして、東京は、京都や奈良に比べますと、歴史観光といったとき

に、実際に残っているものが少ないというようなところはあるかと思うんです。

ただ、だからこそ、新しい技術、デジタル、ＶＲ、ＡＲとか、そういったもの

を使って表現する新しい時代の歴史観光というものが必要だし、それをトップ

ランナーとして走っていくのが、もしかすると、東京の観光の次の 2030年に向

けてというようなお話もありましたけれども、そういったプラン策定の中で実

現していくと、とてもうれしい部分なのかなと感じました。  

 持続可能という意味でも、デジタルなんかを活用しますと、新しく更新して

いくということも割と短い時間でできたりもいたしますし、そういう意味では、

それは江戸東京博物館がまさに新しい時代の観光というものを表現してくださ

っているなと感じました。  

 もう一つは、今後に向けた策定プランのお話の中には、いろいろな魅力的な

コンテンツがある中で、コンテンツごとの掛け合わせによる科学反応というよ

うなところも期待できるのではないかなと思いまして、例えば私でしたら江戸

ですけれども、先ほど言ったとおり、江戸というのは実はナイトタイムが充実

していたんだというようなところであったりとか、あとは浮世絵です。浮世絵

がプロジェクションマッピングで動くみたいなところを見ると、アニメ、漫画

の原点は浮世絵にあったんだなというようなところで、アニメなんかとの親和

性も非常に高いのかななんて感じましたので、今後そういったコンテンツをま
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たいだ観光産業力の強化というような視点もあり得るのではないかというよう

なことを考えました。  

 私からは以上です。  

【篠原座長】  

 堀口委員、ありがとうございました。デジタル技術を活用した新しい江戸魅

力の発信ですとか、江戸掛けるナイトタイムですか、そういったようなコンテ

ンツの掛け合わせも大事という貴重な御指摘でした。ありがとうございました。 

 続きまして、牧野委員、お願いできますでしょうか。  

【牧野委員】  

 牧野です。  

 まず、髙松様のプレゼンテーションありがとうございました。ちょうど自分

も震災関連でいうと、ツイッターにその頃いまして、ツイッターでの災害時の

情報発信、情報収集、分析に取り組んできたので、今新しい状況というのをお

話を聞いた中で、当時とは２点変わっているなと思っていまして、まずＡＩが

普及しているので、恐らく今は、皆さん、何かあったときにＡＩに聞くという

ことが日本人、訪日観光客問わず行動として起こるだろうと思います。  

 あと衛星通信が主要なキャリアで対応されたので、災害時に、前回あったよ

うな基地局が壊れて通信が止まるということはなくなるので、改めてこういっ

た新しい環境の中で、どうやって情報発信をして伝えていくかというところを

考えるきっかけになりました。ありがとうございました。  

 論点に関して、４つお話ししたいと思っています。まず１つ目が、東京は、

先ほどお話があった大阪との差別化だったりということと、あと引き続き国際

的な差別化ということを考えていく中で、最近ソーシャルの中の海外のトレン

ドの中で、日本の特徴として言われているのが、東京の体験もそうなんですけ

れども、ほかの都市では体験できないような、まちもきれいで、安全で、かつ

快適に過ごせるというところの日常部分がすごく注目されています。なので、

こういったほかの都市との大きな差別化である「日常」というものを差別化と

して、これは観光に関してもそうですし、恐らくＭＩＣＥとかでもそうだと思

うんですけれども、そういったことを生かしていくといいんではないかと思っ

たところです。  

 ただ難しいなと思っていたのは、同時に日常って何かというところを考える

と、先ほど田川委員がおっしゃられたとおり、これは、もはや観光だけではな

くて、あらゆる体験全てというか、例えば子どもたちが東京の中心にもかかわ

らずランドセルをしょって１人で歩いているようなことができるような日常だ

ったりとか、あるいはホテルをちょっと出ても、下へ行ったら気軽にコンビニ

にすぐに買いにいけるみたいなところだったりするので、もはやこれを観光と

いうのかというところではあるのですが、日常が世界的にも注目されている中
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で、東京のすごく独特なポジションというのが注目されているので、ここはぜ

ひ引き続き生かした形で紹介できていければなと思っています。  

 ２点目が、人材不足のところに関してなんです。人材不足に関しては、引き

続きいろいろな対応をされると思いますが、例えばＱＲコードとかタブレット

みたいなものとか、あるいはそろそろさらに普及されると思いますが、ロボッ

トの対応であったりとか、そういった機械でできるものに関しては機械で対応

するということがまだ改善できる余地があるのではないかと思いますので、そ

こは積極的に新しい技術を採用できるような環境だったりとかいうことを支援

できるといいのではないかというのが２点目になります。  

 ３点目が、観光客が増えることで日常生活に問題があるというこの生活環境

との調和というところですが、問題自体は割とちゃんと実態を把握して対処で

きることはあるのではないかと思っていまして、先ほどアトキンソンさんがお

っしゃられたようなインフラ整備みたいなところでできると思いますので、こ

こはちゃんとインフラ整備をしていくということが大事だと思います。あと同

時に、問題はイメージが先行しているようなところもあると思いますので、こ

こは東京都として積極的に、実態はこうだということ、あるいはこういった対

策をしたことでこう変わったということの情報発信をしていくことが大事だと

思いますので、実際の対処と同時に、ちゃんと情報発信をするということを併

せてやっていただければと思います。  

 最後に、 2030年までの４か年計画というところで、まだ答えがあるわけでは

ないんですが、この一、二年、旅行者の意思決定プロセスがかなり大きく変わ

ってきています。ソーシャルメディアで旅先を直感的にインスピレーションを

得て、あとは旅行のプランに関してはＡＩに投げるみたいなことが比較的一般

化していますし、これから 2027年から 30年で考えると、さらに一般化すると思

うんです。  

 その行動様式が大きくシフトする中では、これまでやっていたプロモーショ

ンというのが全然効果ないみたいなこともあり得ますし、実際に現状でも、ホ

ームページを持っていたところで、どんどん人が見なくなっているというよう

なことが起こっているので、どうやって東京のプロモーションをやっていくか

ということは、こういった新しい旅行者の行動様式に合わせた形で考えていく

と、見ていく指標というのも変わっていくと思うので、ここはトライアル・ア

ンド・エラーがあると思うので、ここで明確に決めるということは難しいと思

うんですが、その方向性だけは議論できていくといいかなと思っています。  

 以上となります。ありがとうございます。  

【篠原座長】  

 ありがとうございました。東京の日常の価値ですとか、旅行の意思決定が随

分変わってきた中でどうやるかとか、貴重な提言をたくさん頂きました。あり
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がとうございます。  

 最後にマリ・クリスティーヌ委員、お願いします。  

【マリ委員】  

 皆さん、本当にたくさんのお話を今日されたので、私は重複する必要はない

と思うんですけれども、先ほどアトキンソンさんもお話しされましたように、

インフラというのがすごく大事だと思いますし、田川さんのお話もそうですし、

髙松さんのさっきの防災の話も、全部、とにかくワンセットで考えていかなけ

ればいけないことの中で、ぜひこれからの委員会の中で、もう少し情報という

ものも与えていただけますといろいろと発言しやすくなるかなと思います。観

光で多くの方々が来られていると、いろいろな犯罪も含めて起きているわけで

すので、その中でどういう犯罪が一番目立っているのかということも知りたい

と思います。  

 私はずっと子どもの支援をしているわけなんですけれども、東京都、また大

阪もそうですけれども、大都市の中でトラフィッキングも含めてあるわけなん

です。実際に観光に来られている方々の中には、そういうものを求めて来られ

ている人たちもいますし、そういうことは決してあってはいけないし、それが

地域コミュニティにとっても非常によくないことですので、そこのところは生

活者というところの中のインフラの中でやっていかなければいけないことだと

思うんです。  

 最近観光で来られている方々の中に、私は観光会社をやろうかと思うぐらい

に世界中から友達が、今度日本に行くから、この前来た方がエヴァンゲリオン

を見たいと、私はエヴァンゲリオンって何だかよく分からないからと言ったら

ば説明していただいて、グッズを探しにいってあげたり、あとメイドカフェに

どうしても息子が行ってみたいというフランス人が来られて、そのお父様とお

母様とそのお子さんまで連れてメイドカフェまで私は行ってきました。  

 普通のサラリーマンの方が座っていて、男の子がびっくりされたのが、何で

こんな仕事する時間なのにビジネスマンがメイドカフェに来ているんですかと

言われたり、あとは、この間アイルランドから来られたおじいちゃまがロータ

リークラブの方で、ロータリークラブの参加をしたいんだけれども、どこへ行

けばいいかと言われて、たまたま行ったロイヤルパークホテルに、ロータリー

クラブ、今日やっていますという看板が出ていたので、私は駆け込みまして、

ロータリアンが１人来ているのですけれども、おたくに参加していいですかと

聞きましたら、どうぞと言ってくださって入れたんです。ロータリークラブと

かライオンズクラブとか、そういうところももうちょっと発信していただける

と、海外から来られた方々も、非常に細かい話ではあるんですけれども、みん

な自分たちでちゃんとリサーチして日本に来られるわけなんです。  

 そのおじいちゃんも 81歳なんですけれども、僕はアイウォッチを日本で買い



24 

 

たい。アップルウォッチを買うには、では、アップルストアへ行きましょうと

言えば、駄目だと。どうしてと聞いたらば、ビッグカメラに行けば割引してく

れるからと、それまで調べてこられて、その方は世界クルーズで来られていた

わけで、次は、オーストラリアに行くからと。  

 観光だけではなく、ふだんの私たちの整備がすごく大事で、もし東京都がや

っていただけるのならば、ごみに対する罰金を払わせるのではなくて、どこか

の会社にごみ捨て自動販売機を作っていただいて、そこにちゃんとごみを入れ

て、100円も払ってもいいからそれを収集してくれるほうが、よほど東京都にと

っては収入になるのではないかと私は思うんです。  

 どこの都市へ行ってもやはりごみ箱はあるので、東京はなかなかないんです。

観光としてでも非常に困りますし、お母様方が子どもを連れて歩いたときに、

おむつを捨てる場所もトイレがないと困るし、それもあふれたりすることもあ

るわけですから、そういうちょっと細かいところにも少し目を向けていただけ

ると、観光は、これだけ情報が出ていれば、なぜ日本に行きたいかと、玄関口

が東京と大阪とさっきアトキンソンさんもおっしゃったんですけれども、でも、

入ったときに、ふだんの生活者の方々も困らないような整備というものをきち

っとつくるべきなので、災害のときも含めてそうなんです。どういう犯罪にも

気をつけなければいけないのかということの情報もきちっと出していただける

と助かるのではないかと思うので、あまり時間がないので、ここで終わらせて

いただきます。  

【篠原座長】  

 御配慮ありがとうございます。まさに多彩な情報を持ってこられた旅行者へ

の対応と、それから、生活者も困らないよう対応をしっかりやりましょうとい

うふうな貴重な御指摘でございました。  

 一通り委員の皆様から御意見を賜りました。あと、本日御欠席の委員からも

事前にコメントを頂いているようですが、これも画面をさっと御紹介すれば…

…。  

【前田観光振興担当部長】  

 そうですね。画面を確認いただきまして、欠席の委員の方からもたくさんの

御意見を頂戴しております。  

 小林委員からは、宿泊者数とか稼働率というものの指標が大事で、観光デー

タをオープン化するということで投資判断などにも使われていくので、これは

重要だということでございます。  

 それから、武内委員からは、ＭＩＣＥというのは、スタートアップなども含

む産業の発展を促す場ということになることですから、戦略的に活用すべきだ

ということ、それから、国際的な知見を得る機会となるということなので、若

い世代にとっても、人材育成の観点からも重要だという御意見をいただいてお
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ります。  

 田中委員からは、インフラの安定性や日常的な安心感に強みがあるというの

は東京の強みであるのですけれども、国内の旅行者数の回復に向けては、東京

に行くことの意義というものを改めて発信すべきだというお話でございました。 

 次は根木委員からでございますけれども、東京 2020大会なども通じまして、

東京の評価は非常に高まっていて、今後の国際大会の誘致なども強みがあると

いう一方で、まだまだ多様な人々にとって使いやすい都市としてバリアフリー

も進化させるべきだというような御意見を頂いております。  

 星野委員からは、国内旅行のほうが観光需要、消費というのは非常に大きい

ので、国内観光の需要の維持・向上というのはこれからも重要だということと、

それから、観光によって社会的なサービスのレベルが上がるということを分か

りやすく説明することで都民の理解につながるのではないかということ、それ

から、満足度とかリピーター率などの観光データを定点観測するということは、

中長期的に観光客を維持していくために重要だというお話を頂いております。  

 そして最後に、山田委員からは、東京というのはスポーツやテクノロジーの

多様性が強みになるので、これを横断的に組み合わせるということで新たな価

値を創出できるんじゃないか。観光を入り口として、いろいろな多様な分野で

の継続関係を生むプラットフォーム都市としての東京を位置づけるべきだと。

それから、ＭＩＣＥやイベントというのは開催して終わりではなくて、その再

訪ですとか投資、交流など、次の行動につながる設計が大事なのではないかと

いう御意見を頂いております。  

 以上でございます。  

【篠原座長】  

 欠席委員の御意見でございました。皆様から非常に多彩な御意見を頂いて、

これは事務局がしっかりみんなメモを取って考えてくれていると思いますので、

これを今後の検討に生かしていただきたいと思います。  

 私自身としては、皆様から出た以外のところで１点だけなんですが、都の全

体の魅力を高めるには、都と都内の区市町村の連携がすごく大事だと思ってい

まして、宿泊税が増収になる中で、区市町村のほうは、ひょっとしたら都が全

部持っていったみたいに思っているかもしれないので、多少市区町村の地域づ

くりも応援し、発信も一緒にやりながら、都が全体として魅力を高めていくと

いう視点も大事じゃないかなと思ったりしておりますので、付け加えておきま

す。  

 それでは、本日は非常に貴重な御意見を頂きましたが、これで事務局にお返

しをしたいと思います。  

【江村観光部長】  

 皆様、本日はありがとうございました。貴重な御意見につきましては、今後
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の施策の推進に生かしてまいりたいと考えております。  

 次回の開催につきましては、８月頃を予定しておりますので、よろしくお願

いいたします。  

 以上でございます。  

【篠原座長】  

 ありがとうございました。ちょっと超過しましたが、これで本日の会議を終

了いたします。皆様、御協力ありがとうございました。  


